
亀山市地域公共交通会議
（亀山市）

令和７年度 地域公共交通計画の評価結果 概要（全体）

平成１９年 １月２６日設置

令和 ４年 ６月２０日 亀山市地域公共交通計画策定
（計画期間:令和４年４月～令和９年３月）

令和 ６年 １月１６日 亀山市地域公共交通計画改訂
（計画期間:令和４年４月～令和９年３月）
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資料７-１



1.【Plan】協議会等が目指す地域公共交通の姿 2

東部ﾙｰﾄ(※2)

西部ﾙｰﾄ(※2)

亀山椋本線(※1)

南部ﾙｰﾄ(※2)

亀山みずほ
台線(※1)

亀山国府線(※1)

フィーダー系路線幹線的バス ※1 地域間幹線系統補助路線
※2 地域内フィーダー系統補助路線

■地域特性（令和８年４月1日現在）
高低差のある地形構造であり、津市、四日市市、鈴鹿市の経済圏、生活圏に内包。人口約4.9万
人、高齢化率約27.7％。亀山駅・関駅の徒歩圏内（1km圏内）に公共施設が多く立地。

■公共交通の現状
鉄道5駅（井田川駅、亀山駅、関駅、加太駅、下庄駅）、バス１１路線（営業路線２路線、廃止
代替路線２路線、市コミュニティバス７路線）、その他に乗合タクシー（H30.10運行開始）、
民間タクシー、関南部地区スクールバス活用バス等。

■計画策定の背景
鉄道、バス等、本市に係る全ての地域公共交通が一体となって機能し、持続可能な公共交通
ネットワークの形成を図るため、新たな「亀山市地域公共交通計画」を令和４年６月に策定。

■地域公共交通計画の概要
○計画の区域 亀山市全域
○計画の期間 令和４年度

～令和８年度
○計画の目標
（地域公共交通体系の目標像）

身近な地域公共交通を利用して、
誰もが自由に移動できるまち



◎は国庫補助対象事業

2-1.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do） 32-1.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 3

バス乗り方教室 三重県フェア 観光列車はなあかり



◆次期地域公共交通計画策定に向けた取組

2-1.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do） 42-2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 4

ワークショップ／共創プラットフォームの開催（リ・デザイン事業）



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 5



4.【Act】計画目標の達成に向けた今後の取組方針 の作成 6



5.計画・評価の推進体制 7

【令和7年度交通会議の実施状況】

●令和7年5月27日
主な議題
・地域公共交通確保維持事業（亀山
市地域公共交通計画）について

・令和6年度亀山市地域公共交通計
画の評価・検証について

●令和8年1月21日
・令和7年度地域公共交通確保維持
改善に関する自己評価について







目標を達成するための
取組

調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

隣接市（津市・鈴鹿市）と連携し、住民へのバ
ス利用啓発チラシの回覧などの利用促進活動を
実施するとともに、今後の利用促進策について
協議を行った。

亀山市及び
バス運行事業者データ

・未達成
・233,215人（令和7年度）
・市域を跨ぐ営業路線バス及び廃
止代替路線バスの利用者数は減少
しており、その要因として、令和
６年１２月の運賃改定による利用
者負担の増加や、営業路線バス
（亀山国府線）における土日祝日
の減便の影響が考えられる。

地域との意見交換会や地域と連携・協働したバ
ス活用イベント等の利用促進活動を実施した。
また、バス運行事業者と連携したバス乗り方教
室の開催や、さわやか号を利用して市イベント
に来訪された方への乗車記念品の配布などの啓
発活動を実施し、市内公共交通のＰＲ及び利用
促進を図った。

亀山市及び
バス運行事業者データ

・未達成
・79,255人（令和7年度）
・目標値は未達成であるが、コ
ミュニティバスの利用者数は回復
しており、その一因として、朝夕
の便における通学利用が利用者数
増加に寄与したものと考えられ
る。

乗合タクシー制度の定着や利用促進を図るた
め、出前講座を開催した。（計１回）
また、新規登録者へ無料体験乗車券の配布を
行った。

亀山市データ

・未達成
・5,602人（令和7年度）
・目標値は未達成であるが、乗合
タクシー制度に関する出前講座の
開催等により、制度の定着及び利
用促進を図ることができ、利用者
数の増加につながったものと考え
られる。

乗合タクシーの定着と利用促進を図るた
め、継続的な出前講座の実施や各種団体等
へ積極的に出向き制度の説明を行うととも
に、新規登録者へ無料体験乗車券の配布や
様々な媒体を活用し積極的に制度を周知す
ることで、利用者の増加を目指す。

- -

さわやか号
【目標値】
令和8年度 7.7人/便・日以上

・未達成
・6.3人/便・日以上(令和7年度)

野登・白川地区自主運行バス
【目標値】
令和8年度 4.4人/便・日以上

・未達成
・3.9人/便・日以上(令和7年度)

東部ルート
【目標値】
令和8年度 4.1人/便・日以上

・達成
・4.8人/便・日以上(令和7年度)

南部ルート
【目標値】
令和8年度 2.7人/便・日以上

・未達成
・2.0人/便・日以上(令和7年度)

西部ルート
【目標値】
令和8年度 2.5人/便・日以上

・未達成
・2.2人/便・日以上(令和7年度)

加太地区福祉バス
【目標値】
令和8年度 4.6人/便・日以上

・未達成
・3.3人/便・日以上(令和7年度)

（記載に当たっての留意事項）

・　本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・　毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と記載して下さい。

・　一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

・　月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

 ・　地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、参考資料として添付して下さい。

亀山市（区町村）地域公共交通計画の評価等結果（令和7年4月～令和8年3月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

目標

市内バス路線等の利用者総数
【目標値】
令和8年度 317,000人以上

コミュニティバス路線の
利用者総数
【目標値】
令和8年度 102,000人以上

・市内バス路線等の利用者総数について、
令和６年度と比較して、市域を跨ぐ営業路
線バス及び廃止代替路線バスの利用者数が
減少しており、バス利用者数は依然として
コロナ禍前の水準まで回復していない状況
にある。このため、今後も積極的に地域に
出向き意見交換会の実施や地域と連携・協
働によるバス活用イベント等の利用促進活
動を展開するとともに、特に輸送量が低迷
している地域間幹線系統について、引き続
き隣接市（津市・鈴鹿市）やバス運行事業
者と連携した利用促進活動を実施する。
また、「小中高生限定！コミバス無料乗車
キャンペーン2026」を実施し、気軽にバス
を利用できる機会を創出することで、地域
公共交通の利用に向けた動機付けや行動変
容を促進するとともに、学生層における潜
在需要や運賃負担と利用行動の関係性につ
いて分析を行う。

前年度に引き続き利用者数の回復が見られ
ない地域生活バス沿線地域を対象に、地理
的・時間的・世代的観点からの交通空白の
解消を図るとともに、地域特性に応じた交
通体系の再構築に向け、地域住民・交通事
業者・行政が三位一体となった共創の取組
を推進する。また、計画期間の終期を迎え
る地域公共交通計画について、これまでの
取組成果を踏まえた総括及び見直しを行
い、次期地域公共交通計画を策定すること
で、持続可能な地域公共交通ネットワーク
の構築を目指す。

乗合タクシーの利用者総数
【目標値】
令和7年度 7,200人

コミュニティバス路線の
１便あたりの平均乗車人員数

亀山市及び
バス運行事業者

データ

バス利用が低調な地域において、地域住民・交
通事業者・行政が三位一体となった共創による
ワークショップや共創プラットフォームを実施
し、地域特性に応じた持続可能な地域公共交通
体系の再構築に向けた協議を行った。



目標
目標を達成するための

取組
調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

市内の鉄道駅の
乗車人員数（1日平均）
【目標値】
令和8年度 3,400人以上

関西本線活性化利用促進三重県会議において、観光列
車「はなあかり」の関西本線での実証運行を実施する
とともに、イオンモール京都桂川で開催された「三重
県フェア」において、三重県への観光誘客及び関西本
線の利用促進に向けたＰＲ活動を実施した。また、鉄
道関係の各種同盟会や関係機関、関係市町村と連携
し、ウォーキング事業や要望活動を継続して実施し
た。

三重県統計書
データ

・達成
・3,434人（令和6年度）
・特に通勤・通学利用が多い「亀
山駅」及び「井田川駅」が増加傾
向にある。

来訪者や市民に鉄道による広域的な移動の
利便性を高めるため、引き続き、県、沿線
自治体及び関係団体と連携し、ＪＲに対
し、利便性の向上について働きかけを行う
とともに、鉄道事業者や沿線自治体と連携
した観光誘客を含む鉄道利用者増へ向けた
利用促進啓発活動を実施する。

移動環境に対する
不満割合
【目標値】
令和8年度 15％以下

市民アンケート
（R7年度実施）

・未達成
・18.1％（令和7年度）
・自動車を運転できない１０代で
不満が多い傾向が見られた。

コミュニティバス路線の
収支率
【目標値】
令和8年度 10.0％以上

亀山市及び
バス運行事業者

データ

・未達成
・5.7％（令和7年度）
・人件費や燃料費の高騰等により
業務委託料は増加したものの、利
用者数の回復に伴う運賃収入の増
加により、収支率は若干改善し
た。

公共交通維持に係る
年間実質負担額
【目標値】
令和8年度 概ね1億円/年

亀山市データ

・未達成
・1億4,150万円/年（令和7年度）
・人件費や燃料費の高騰等による
バス業務委託料の増加により、年
間実質負担額は増加した。

（記載に当たっての留意事項）

・　本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・　毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と記載して下さい。

・　一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

・　月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

 ・　地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、参考資料として添付して下さい。

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

亀山市（区町村）地域公共交通計画の評価等結果（令和7年4月～令和8年3月）

バス利用が低調な地域において、地域住民・交通事業
者・行政が三位一体となった共創によるワークショッ
プや共創プラットフォームを実施し、地域特性に応じ
た持続可能な地域公共交通体系の再構築に向けた協議
を行った。

前年度に引き続き利用者数の回復が見られ
ない地域生活バス沿線地域を対象に、地理
的・時間的・世代的観点からの交通空白の
解消を図るとともに、地域特性に応じた交
通体系の再構築に向け、地域住民・交通事
業者・行政が三位一体となった共創の取組
を推進する。また、計画期間の終期を迎え
る地域公共交通計画について、これまでの
取組成果を踏まえた総括及び見直しを行
い、次期地域公共交通計画を策定すること
で、持続可能な地域公共交通ネットワーク
の構築を目指す。


